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531, Iwase, Matsudo-shi, Chiba-ken,271 Japan 
 

The organic acids, sugars and amino acids composition were analysed for Japanese 
cereal vinegars (rice, brown rice and job’s tears vinegar) , Japanese fruit vinegars (wine, 
cider and plum) and imported sample (wine vinegar adding raspberry juce) from 
California. 

Only acetic acid was detected in cereal vinegars. Acetic and tartaric acid were detected 
in wine vinegar. Acetic and malic acid were detected in cider and plum vinegars. Acetic, 
malic, tartaric and citric acid were detected in imported sample. 

Glucose was the most dominant in cereal vinegars.Glucose and fructose were main 
components in fruit vinegars. 

The amino acids composition of rice, brown rice and wine vinegar were each similar. 
Principal component analysis for the differentiation of vinegar and preparation vinegar 
was applied. The best differentiation was given by 1st factor vector and 3rd factor vector. 

 
－Received October 30, 1986－ 

 
 
 

１ 緒  言 

食酢は,古くから生産されている発酵食品で，多種類
の原料及び製造方法によりそれぞれ特有の香味をもっ

ている。 
食酢の用途は，そのまま，または砂糖，食塩，だい

だい・すだち等の果汁，香辛料等を加え，三杯酢，土

佐酢，ぼん酢，ドレッシングビネガー，スパイスビネ 
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 ガー等に使われるほか，最近では健康飲料，清涼飲料
として販売されるものがある。 
食酢は，製造方法により醸造酢と合成酢に分類するこ

とができ，醸造酢は，さらに穀類を原料とした米酢，麦

芽酢，果実を原料としたぶどう酢，りんご酢，プルーン

酢，及びその他の蒸留アルコールを原料としたものがあ

る。 
食酢の成分については，有馬ら 1,2)が，粕酢の溶媒（エ

テール：n－ペンタン）抽出物について，また伊 
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藤 3)は，米酢，粕酢，りんご酢，ぶどう酢，麦芽酢，

アルコール酢，合成酢について，GC－MSを用いて原
料由来の微量成分の検出を行っている。さらに、小泉

ら 4，5)は中国酢の組成を報告している。食酢は関税率表

上，税番第 22.10 号に，食酢を用いて調整した調味料
は税番第 21.04 号に，また，食酢を用いて飲料とした
ものは税番第 22,02 号にそれぞれ分類される。これら
の調製品のうち物品税の課税対象となるものもある。 
いくつかの食酢の有機酸，糖質及びアミノ酸組成を

比較検討したので報告する。 
 

２ 実  験 

２．１ 試料及び試薬 
試料として国産の純米酢，玄米酢，はと麦酢，ぶど

う酢，りんご酢及びプルーン酢（以上，国産品），及び

輸入品のカリフォルニアラズベリーホワイトビネガー

（ぶどう酢にラズベリーの果汁を加えたもの）を用いた。 
 
２．２ 装 置 
イオンクロマトグラフは，横河電機製の Model IC 

100，アミノ酸自動分析計は，日本電子製の JLC－300
型を使用した。 
 
２．３ 有機酸 
イオンクロマトグラフィーの条件は次のとおりである。 
プレカラム      ：陰イオン用プレカラム 4.6mm 

φ×50mm 
分離カラム      ：陰イオン用分離カラム 4.6mm 

φ×250mm 
サブレッサー：陰イオン交換膜チューブ形 
測 定 温 度      ：40℃ 
溶 離 液      ：4mM NaHCO3／4mM Na2CO3 

2ml／min 
15mM Na2B4O7 2ml／min 
（くえん酸分離用） 

除 去 液      ：50mMドデシルベンゼンスル 
ホン酸 2.4ml／min 

注 入 量      ：100μl 
検 出      ：電気導電率 
この条件により適当な濃度に希釈した試料をイオン

クロマトグラフに注入し，有機酸を分離した。 

 ２．４ 糖 類 
総糖として10mg／ml程度になるように希釈した試料
２μlをシリカゲル簿層板にスポッティングする。薄層ク

ロマトグラフィーは，GAUCHら 6)の方法により行った。 
薄 層 板      ：メルク製シリカゲルプレート 
展 開 溶 媒      ：アセトニトリル：水（85:15） 
発 色 剤      ：ジフェニルアミン，アニリン，

りん酸，メチルアルコール溶液 
 
２．５ アミノ酸 
試料を 20％塩酸で加水分解後，粗たんぱく質量とし
て 1mg／ml 程度にくえん酸緩衝液で希釈した試料を
アミノ酸自動分析計に注入し，アミノ酸組成（相対重

量割合）を求めた。 
 

３ 結果及び考察 

３．１ 有機酸 
イオンクロマトグラフィーによる有機酸分析の結果

を Fig. 1 に示した。純米酢，玄米酢及びはと麦酢で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1  Ion chromatograms of various vinegars 
(1) rice vinegar  (2) wine vinegar 
(3) imported good 
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は酢酸のピークが検出される。それに対してぶどう酢

は，酢酸と酒石酸のピークが検出され，りんご酢及び

プルーン酢は，酢酸とりんご酸のピークが検出される。

輸入品は，酢酸，りんご酢，酒石酸及びくえん酸のピ

ークが検出される。 
 
３．２ 糖 類 
糖類の薄層クロマトグラムの結果をFIg.2に示した。
純米酢，玄米酢及びはと麦酢は，ぶどう糖を主体にオ

リゴ糖類のスポットが検出され，麦芽糖と同じRf値の
位置に赤紫色に呈色する特徴的なスポットが検出され

る。ぶどう酢，りんご酢，プルーン酢及び輸入品は，

果糖及びぶどう糖のスポットが検出されるのみであ

る。純米酢などの穀物酢は，でん粉を糖化してからア

ルコール発酵を経て酢酸発酵が行われるため，果実酢

とは異なった糖組成となっている。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2  Thin-layer chromatograms of various vinegars 

(1)lactose (2)maltose (3)rice vinegar (4)brown 
rice vinegar (5)job's tears vinegar (6)wine 
vinegar (7)cider vinegar (8)plum vinegar 
(9)imported good (10)glucose (11) fructose 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3  Total amino acids chromatograms of various vinegars 
1) rice vinegar 2) wine vlnegar 3) plum vinegar 4) imported good 
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３．３ アミノ酸 
アミノ酸自動分析計によるアミノ酸分析の結果を

Fig. 3及びTable. 1に示した。純米酢，玄米酢及びぶ
どう酢のアミノ酸組成は，類似した傾向を示している。

はと麦酢は，米酢と比較して，アスパラギン酸が少な

く，ロイシンは，米酢の約 2倍含有しており，両者は 
 

 異なる組成を示した。またプルーン酢は，アスパラギ
ン酸含量が全アミノ酸の 56％を占め，他の食酢とは異
なる組成であった。ぶどう酢をもととした輸入品では，

ぶどう酢とはアスパラギン酸，アラニン及びプロリン

含量において，ぶどう酢との間に差がみられるが，こ

れは，添加された果汁に起因するものと考えられる。 
 

Table 1  Tota1 amino acids composition of varivous vinegars  

これらのデーターについて，多変量解析のうち主成

分分析により統計処理を行った。相関マトリックス表，

固有値表及び固有ベクトル表をTable. 2～4に示した。
相関マトリックス表から純米酢と玄米酢は，ふどう酢

によく類似している。りんご酢は，プルーン酢とは比

較的類似しているが，その他のものとはあまり類似し

ていない。また，はと麦酢とプルーン酢は，まったく 
 

 類似していない。輸入品は，いずれの食酢ともあまり
類似していないことがわかる。 各因子の解釈はまだ行
っていないが，固有ベクトル表の第１因子と第３因子

の数値を用いてX-Y図表にしたのがFig. 4である。国
産の食酢及び食酢と果汁の混合物（輸入品）とに区分

することができる。 
 
 

Table 2  Correlation matrix of various vinegars 
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Table 3  Eigenvalue and contribution by Principal Component Analysis 
 

 
 
 
 
 
 

T 
able 4  Eigenvector of various vinegars 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4  Distribution of various of 1st factor vector and 3rd factor vector 
R：Rice vinegar W：wine vinegar I：imported good B：brown rice vinegar 
C：cider vinegar J：job's tears vinegar P：plum vinegar 

４ 要  約 

数種の食酢及び食酢と果汁の混合物の有機酸，糖類 

 及びアミノ酸組成を比較検討した。 
有機酸は，穀物酢では酢酸のみが検出されたが，果

実酢及び果実酢と果汁との混合物では，原料果汁に由 
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来する酒石酸，りんご酸及びくえん酸が検出された。 
糖類は，穀物酢では，ぶどう糖を主体にオリゴ糖類

及び麦芽糖と Rf 値が同じ位置に赤紫色の特徴的なス
ポットが検出された。果実酢及び果実酢と果汁の混合

物では，果糖及びぶどう糖のスポットが検出された。 
 

 アミノ酸組成は，純米酢，玄米酢及びぶどう酢がよ
く類似した傾向を示した。 
食酢の有機酸，糖類及びアミノ酸組成の定性および

定量は，食酢が調整されたものか否かを知る上で重要

なポイントとなるものと考えられる。 
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